
 

 

 

 

 

近代英語協会 

第 43回大会資料・プログラム 

－シンポジウム・研究発表・特別講演－ 

（修正版） 
 

 

 

 日 時：2026年6月 20日（土） 

会 場：実践女子大学渋谷キャンパス 

                〒150-8538 東京都渋谷区東 1-1-49 

                https://www.jissen.ac.jp/access_guide/index.html 

 

 

 

【会場までの順路】 

◆渋谷駅から 

JR（山手線、埼京線、湘南新宿ライン）／東京メトロ（銀座線、半蔵門線、副都心線）、

東急東横線、田園都市線、京王井の頭線 東口C1出口（渋谷警察署）から徒歩約 10分 

◆表参道駅から 

東京メトロ（銀座線、半蔵門線、千代田線）B1出口から徒歩約 12 分 

 

 

 

近代英語協会事務局分室 

〒154-8513 東京都世田谷区下馬 3-34-1 

日本大学スポーツ科学部競技スポーツ学科 

秋葉倫史研究室内 

メールアドレス：akiha.tomofumi@nihon-u.ac.jp 

協会ホームページ：https://mea1983.jp/ 

（HPがリニューアルされました） 

（℡ 03-6453-1714 会費振込口座 00810-9-5821） 
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近代英語協会 

第 43回大会プログラム 

（修正版） 

 

日 時：2026年6月 20日（土） 

場 所：実践女子大学渋谷キャンパス 805教室、804教室（研究発表 2室のみ） 

    〒150-8538 東京都渋谷区東1-1-49 https://www.jissen.ac.jp/ 

 

受付開始  9:10 

開会の辞  9:45～9:50 805教室        会長 日本大学特任教授 保坂 道雄 

開催校挨拶 9:50〜9:55 805教室      実践女子大学教授・学長補佐 猪熊 作巳 

 

シンポジウム 10:00～12:30 805教室 

「通時的構文研究の射程            司会：愛知学院大学教授 前田  満 

「項構造構文の通時的発達」            講師：南山大学教授 石崎 保明 

「文法化をめぐって」             講師：愛知学院大学教授 前田  満 

「脱従属化をめぐって－because節の通時的分析を例に－」 

講師：東洋大学客員研究員 東泉 裕子 

 

昼 食  12:30～13:30 

総 会  13:30～14:00 805教室     司会：事務局長 日本大学准教授 秋葉 倫史 

 

研究発表第1室 805教室 14:10〜17:10 

1.  14:10〜14:50                司会：青山学院大学教授 片見 彰夫 

「条件を表す条件節独立文・下位分類と成立過程に関する一考察 

—if節とunless節を中心として—」 関西大学講師 井上有里子 

2.  14:55〜15:35                  司会：名城大学教授 久米 祐介 

「近代英語における節随伴について」           中京大学准教授 松元 洋介 

 

休 憩  15:35〜15:45 

 

3.  15:45〜16:25                  司会：広島大学教授 大野 英志 

「構文的アプローチによる談話標識の多機能化の考察 

―surelyとその関連表現に着目して」 信州大学助教 岩井恵利奈 

4.  16:30〜17:10               司会：藤田医科大学准教授 近藤 亮一 

「英語史における have 使役構文の再分析」     名古屋商科大学准教授 夏  思洋 
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研究発表第2室 804教室 16:30〜17:10 

5.  16:30〜17:10                   司会：文教大学教授 野村 忠央 

「William Cecil, Lord Burghleyの自筆草稿と印刷本における語源的綴字の比較」 

慶應義塾大学大学院生 寺澤 志帆 

 

特別講演 17:20～18:20 805教室           司会：文教大学教授 野村 忠央 

「最上級：百年の誤解」               元立命館大学教授 朝尾幸次郎 

 

閉会の辞 18:25～18:30 805教室            実践女子大学教授 村上まどか 

 

懇親会  18:50～20:20            会場：9F カフェテリア 会費：5,000 円 

 

 

開催校委員 

村上まどか（実践女子大学） 

 

開催校協力委員 

猪熊 作巳（実践女子大学）      片見 彰夫（青山学院大学・実践女子大学非常勤） 

野村美由紀（実践女子大学非常勤）   家口美智子（金沢大学） 

 

大会準備委員 

野村 忠央（委員長）（文教大学）   久米 祐介（副委員長）（名城大学） 

大野 英志（広島大学）        片見 彰夫（青山学院大学） 

近藤 亮一（藤田医科大学）      村上まどか（実践女子大学） 

 

 

・一般会員控室 80B教室 

・シンポジウム講師、研究発表者、特別講演講師控室 80A教室 

・大会本部、大会準備委員会室 806教室 

・書籍展示 学生ラウンジA（80A教室と 80B教室の間） 

 

・理事会（6月19日（金）） 17Fファカルティラウンジ
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■ シンポジウム   10：00－12：30                      

 

「通時的構文研究の射程」 

 
 

 

 

 

 

シンポジウム趣意 

愛知学院大学教授  前 田   満 

 

 近年では、構文化研究に代表される通時的構文研究は目覚ましい発展をとげつつある。その趨

勢は、近年、国内外で構文の通時的発達をテーマとした専門書が数多く刊行されていることから

も容易に見てとれる。そして、こうした研究の潮流の中で、文法化をはじめとした多くの通時的

現象に構文の発達が関与していることが明らかとなり、言語変化における構文の役割にも注目が

集まった。だが、現状では、通時的構文研究の射程がどこまでの広がりをもつかについてはいま

だ不明瞭のままである。実際、どれほどの範囲の通時的現象が構文発達の結果とみなしうるのか

について、これまで十分に検討がなされてきたとは言いがたい。この点について、本シンポジウ

ムの主催者（前田）は、以前から、通時的構文研究の広がりが想像以上に大きいのではないかと

いう展望を抱いてきた。実際、近年の通時的構文研究の豊かな成果を見るにつけ、この展望がし

だいに現実味を帯びてきていることを痛切に感じている。そこで、本シンポジウムでは、通時的

構文研究の射程の模索を主なテーマとし、限られた時間の中で、文法化の事例に加え、項構造構

文および談話標識の発達といった、これまでも研究者の注目を集めてきたいくつかの通時的現象

をとりあげ、これらと構文発達との間の関連について考察していきたい。 

 

参考文献 

秋元実治・青木博史・前田満（編）（2015）『日英語の文法化と構文化』ひつじ書房、 東京. 

秋元実治・前田満（編）（2013）『文法化と構文化』ひつじ書房、東京. 

前田満（2025）『構文発達のダイナミズム』開拓社、東京. 

小川芳樹・石崎保明・青木博史（2020）『文法化・語彙化・構文化』開拓社、東京. 

Traugott, Elizabeth C. and Graeme Trousdale（2013）Constructionalization and Constructional Change, 

Oxford University Press, Oxford.  

司会：前 田   満 

講師 ：石 崎 保 明 

講師：前 田   満 

講師 ：東 泉 裕 子 

（愛知学院大学教授） 

（南山大学教授） 

（愛知学院大学教授） 

（東洋大学客員研究員） 
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「項構造構文の通時的発達」 

南山大学教授  石 崎 保 明 

 

 構文文法理論において、項構造構文（argument structure construction）は私たち人間が日常

的に経験する出来事や活動の鋳型であると考える（e.g. Goldberg（1995））。このような日

常的な経験に根ざしている項構造構文は、それを具現化する構文体（construct）の使用状況

（使用頻度や文脈など）に応じて、徐々に姿を変えていくことがある。また、同理論では、

個々の構文が他の構文とネットワークを構成していると想定される。 

 構文文法理論に基づき言語表現の歴史的発達を探求する通時的構文文法理論では、構文の

通時的変化をその使用やそれに動機づけられたネットワーク上の変化と捉える。本発表では、

英語学でなじみのある one’s way 構文や所格交替に関わる 2 つの項構造構文（場所目的語構

文と物材目的語構文）を事例に、当該構文およびそれが属する構文ネットワークが通時的に

どのように変化したのかを議論する。 

 

参考文献 

Goldberg, Adele E.（1995）Constructions: A Construction Approach to Argument Structure, The 

University of Chicago Press, Chicago. 

 

 

「文法化をめぐって」 

愛知学院大学教授  前 田   満 

 

 文法化研究は 1990 年代に一世を風靡したが、初期の研究では、語彙項目が単独で文法語

へと発達するというイメージで語られることが多かった。これに対して、近年の文法化研究

では、文法化の「正体」は構文化とされる。すなわち、文法化は「文法的構文化」―すなわ

ち、構文化の 1タイプ―として再定式化されたのである。だが、文法化の典型的事例とされ

た現象に対して構文化の観点から説明を試みるという企ては、先行研究では、それほど多く

なされていないのが現状である。そこで本発表では、発表者独自の構文化モデルと具体的な

構文の分析を通じて、文法化の事例とされる現象がうまく構文化の射程内に収まることを示

したい。ただし、この発表では、時間の制約のため、個別の構文の分析というよりはむしろ

分析の方向性を示すことに焦点を当てる。 
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「脱従属化をめぐって—because節の通時的分析を例に—」 

東洋大学客員研究員  東 泉 裕 子 

 

 従属節が独立節として用いられるようになる用法拡張は脱従属化（insubordination）と呼

ばれ、多くの言語に観察される現象である。しかし、その定義に関しては研究者間で一致し

た見解が得られていない。前田（2023）は、構文化の観点から、その基準を提示し、脱従属

化の定義に向けた試論を展開している。それによれば、現代英語における because 節の主節

用法は、「半独立」構文（統語的には独立しているが、解釈的には談話に依存している構文）

に位置づけられる。また、脱従属化に関する通時的分析は、先行研究においても指摘されて

いるとおり、これまでほとんど行われてこなかった。 

 本発表では、前田（2023）による脱従属化の基準に準拠し、because 節の用例を通時的に

分析する。そして、統語的に主節に依存する構文から、先行する談話に依存する構文へとい

うbecause節の用法拡張は、構文化の観点から捉えられることを示したい。 

 

参考文献 

前田満（2023）「脱従属化の定義に向けて」『愛知学院大学文学部紀要』52, 27–42, 愛知学

院大学文学会. 
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■ 研究発表第 1室  14:10－17:10                      

 

1．14:10—14:50                   司会：青山学院大学教授  片 見 彰 夫 

 

「条件を表す条件節独立文・下位分類と成立過程に関する一考察 

—if節と unless節を中心として—」 

関西大学講師  井 上 有里子 

 

 本発表は複雑な様相を呈する条件節独立文を通時的・共時的観点を交えて捉え直すことを

試みるものである。条件節が単独使用される現象を下位分類し、その機能を通時的な視点か

ら解明することを目指す。 

 コーパス検索により、If onlyは17世紀以降、if・unless節は1800年代以降の期間にわたっ

て、通時的・共時的双方から使用数の変化や使用法の観察を行った。フルテキストを使用し、

これまで焦点が当てられなかった文脈にも焦点を当てた。If onlyに関しては翻訳聖書のパラ

レルコーパスを併用して通時的視点を補強した。 

 独立文は時代と共に概ね増加傾向であることがわかった。文脈中に明示された帰結部を持

たず、補文が独立したと考えられる「慣習型」と、帰結部を持つ副詞節が独立したと考えら

れる「分離型」の 2種類に下位分類して論じ、歴史変化から成立過程を考察することで 2分

類の根拠を提示する。形式と機能の観察では if節が持つ話題の作用が、文脈の後方に向かい

文全体に機能していることなどが新たに確認された。 

 if・unless 独立文は 1 つの文法項目の中で、構文化による縮小方向と、拡張による拡大方

向の異なる2種類の言語変化を経ていると考えられる。 

 

参考文献 

秋元実治（2015）「文法化から構文化へ」秋元実治・青木博・前田満（編）『日英語の文法

化と構文化』1-40, ひつじ書房, 東京. 

Haiman, John（1978）“Conditionals are Topics,” Language 54, 564-89. 
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2．14:55〜15:35                      司会：名城大学教授  久 米 祐 介 

 

「近代英語における節随伴について」 

中京大学准教授  松 元 洋 介 

 

 非制限関係節において wh 関係詞はそれを含む節的要素（to 不定詞、動名詞、分詞）とと

もに前置することが可能であり、これは節随伴（clausal pied-piping）と呼ばれる（Ishihara 

（1984））（例：a ‘higher criticism’ of the Bible, [to refute which] I felt the need of a better knowledge 

of ...（Huddleston and Pullum（2002: 1043））。近代英語においても節随伴はみられるが、一

方で現代英語では容認されないパターンもみられる。すなわち上記例のパターンに加えて

wh関係詞が前置されるパターン（..., [which to refute _ ] I felt the need …）も可能であった。 

 節随伴の分布を明らかにしつつ、なぜ wh 関係詞が前置される節随伴は近代英語期に現れ

消失したのか、この問いに対して本発表では関係節の統語派生の変化という観点から分析す

ることを試みる。関係節形成は中英語期において指示詞（se / seo / þæt）を使用する体系から

wh 疑問詞を使用する体系へと変化し、統語派生もまた削除を含むものからそうでないもの

へと変化した（Allen（1980））。wh 関係詞が前置される節随伴は旧体系の統語派生の名残

として近代英語の一時期に使用されていたが、新体系の統語派生においては許されないため

現代英語では衰退したと主張する。 

 

参考文献 

Allen, Cynthia L.（1980）Topics in Diachronic English Syntax, Garland, New York. 

Huddleston, Rodney and Geoffrey K. Pullum（2002）The Cambridge Grammar of English Language, 

Cambridge University Press, Cambridge. 

Ishihara, Roberta（1984）“Clausal Pied Piping: A Problem for GB,” Natural Language and Linguistic 

Theory 2, 397–418. 
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3．15:45〜16:25              司会：広島大学教授  大 野 英 志 

 

「構文的アプローチによる談話標識の多機能化の考察 

―surely とその関連表現に着目して」 

信州大学助教  岩 井 恵利奈 

 

 談話標識（discourse markers: DMs）は、多くの場合、文文法（Sentence Grammar）要素を

起源として発達し、相互行為的機能を多様化していく。その発達経路は、直線的（例：節内

副詞＞文副詞＞DM；Traugott（1995））、収束的（Brinton（2017: 272-283））、あるいは分

岐的（Brinton and Shibasaki（2025））に捉えられる。DMsは本質的に動的であり、発話のは

じめや終わりなどの異なる位置に生起し、しばしば他表現と連鎖的に用いられながら、多様

な相互行為的機能を果たす。その機能変化を生起位置と連鎖との関係から体系的に捉えるこ

とは、必ずしも容易ではない。 

 本研究の目的は、構文理論の概念を記述ツールとして用いることで、DMs の多機能化メ

カニズムを体系的に説明しうることを示す点にある。具体的には、surely とその関連表現に

着目し、詳細な用法記述を行った上で、用法間関係をネットワーク化する。その分析結果に

基づき、多機能化は、形式的配置―生起位置および他表現との相対的順序―が持つ組織的意

味（機能）との関係から体系的に理解可能であることを論じる。本研究では、主にCorpus of 

Historical American English（COHA）とCorpus of Contemporary American English（COCA）か

ら収集した事例を分析対象とする。 

 

参考文献 

Brinton, Laurel J.（2017）The Evolution of Pragmatic Markers in English: Pathways of Change, 

Cambridge University Press, Cambridge. 

Brinton, Laurel J. and Reijirou Shibasaki（2025）“‘No Matter What, You Must Think Positive’: The 

Development of No Matter（What）as a Pragmatic Marker,” Studies in Modern English 41, 1-30. 

Heine, Bernd, Gunther Kaltenböck, Tania Kuteva and Haiping Long（2021）The Rise of Discourse 

Markers, Cambridge University Press, Cambridge. 

Iwai, Erina（2025）“Toward a Grammar of Discourse Marker Dynamics: With Special Reference to 

Still,” Journal of English Grammar and Usage 32, 54-73. 

Traugott, Elizabeth C.（1995）“The Role of the Development of Discourse Markers in a Theory of 

Grammaticalization,” Paper presented at ICHL XII, Manchester, August 1995. 
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4．16:30〜17:10                 司会：藤田医科大学准教授  近 藤 亮 一 

 

「英語史における have使役構文の再分析」 

名古屋商科大学准教授  夏   思 洋 

 

 本研究は、英語の have使役構文の歴史的発達を Split VoiceP理論の枠組みに基づいて再検

討する。従来の研究では、古英語期の所有構文から中英語期以降の使役構文への変化が指摘

されてきたが、その統語的メカニズムは十分に解明されていない。Split VoiceP理論では、使

役構文は[VoiceP2 DP3 [VoiceP1 DP2 [VP DP1]]]という二層構造を持つとされる（Bai（2025））。 

 本発表では、古英語期の ge-接頭辞の消失が、受動構文と平行して、have 構文の統語的再

分析を引き起こしたと論じる。古英語から中英語にかけて、過去分詞は形容詞的・結果状態

的性質を失い、より出来事的な解釈を獲得した。同時に、Aspect と Voice の分離が進行し、

二層の VoiceP 構造が利用可能となった。この構造変化により、VoiceP がさらに上位の述語

に選択される統語環境が整い、haveがVoicePを補文として取る使役 haveが成立したと分析

される。この分析は、受動構文・完了構文・使役構文の歴史的変化を統一的に説明する理論

的枠組みを提供する。 

 

参考文献 

Bai, Chigchi（2025）“Passivization by Voice: A merge-based approach,” JELS 42, 312–320. 

Collins（2024）Principles of Argument Structure: A Merge-Based Approach, MIT Press. 

McFadden（2015）“Preverbal ge- in Old and Middle English,” ZAS Papers in Linguistics 58, 15–48. 
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■ 研究発表第 2室  16:30－17:10                      

 

5．16:30—17:10                      司会：文教大学教授  野 村 忠 央 

 

「William Cecil, Lord Burghleyの自筆草稿と印刷本における 

語源的綴字の比較」 

慶應義塾大学大学院生  寺 澤 志 帆 

 

本発表ではエリザベス 1世の側近であったWilliam Cecil, Lord Burghley（1520–98）の手書

き草稿と印刷本における語源的綴字の使用を比較する。語源的綴字の普及については EEBO 

TCPをはじめとする大規模コーパスを用いた量的調査が行われてきたが、EEBO TCPは印刷

本のみを対象としており、手書きの文書とは綴字の傾向が異なる可能性がある。また、近年

は歴史社会言語学の観点から書き手の性別や階級によって綴字を比較する研究が進められて

いる（e.g. Evans and Tagg 2020）。 

本発表ではケーススタディとして、William Cecilが著者である印刷本のThe Copie of a Letter 

Sent Out of England to Don Bernardin Mendoza ...（1588）と、基となったWilliam Cecil本人およ

び秘書による手書き草稿（MS Lansdowne 103）を調査し、①大学教育を受けた上流階級であ

るWilliam Cecilのラテン語の影響を受けた語源的綴字の使用状況、②印刷本と手書き草稿に

おける語源的綴字の使用の違いを明らかにする。そして、手書き草稿から印刷本を制作する

にあたり、どのように綴字が選択されたのかについて考察を行う。 

 

参考文献 

Evans, Mel and Caroline Tagg（2020）“Women’s Spelling in Early Modern English: Perspectives from New 

Media,” in Marco Condorelli, ed., Advances in Historical Orthography, c. 1500–1800, Cambridge 

University Press, Cambridge, 191-218. 
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■ 特別講演  17:20－18:20                          

司会：文教大学教授  野 村 忠 央 

 

「最上級：百年の誤解」 

講師：元立命館大学教授  朝 尾 幸次郎 

 

 私は中学校で Jack and Betty という教科書で英語を学びました。当時、一世を風靡した教

科書です。最上級は I am the tallest of the three.という例で習いました。3人で背比べをする中

学生の一人、ジャックのことばです。 

 「最上級は 3 つ以上のものについて〈いちばん〉という意味を表し、the をつける」と教

わりました。ところが、その後、The Amazon is one of the longest rivers in the world.のような例

に出会うようになりました。「いちばん長い川」なら 1つのはずです。それが複数なのが不

思議でした。「英語はこのような言い方をするのだ」と仕方なく納得し、その後、このこと

は忘れていました。 

 それから数十年、私は最上級についてとんでもない誤解をしていたのではないかと愕然と

しました。そもそも the tallestのように theを使うのはなぜでしょう。「…のうち」という意

味を表すのにどうして of と in を使い分けるのでしょう。私は最上級を誤解していたのでは

ないか。その目で最上級の成り立ちとその教え方について歴史をたどってみました。そして、

思いがけない事実に出会いました。それが私の思い込みによるものか、あるいは私たちの大

いなる誤解によるものであったのか、それをお話ししてみましょう。 

 

参考文献 

アモロス，M.（1970）『ラテン語の学び方』南窓社，東京． 

安藤貞雄（2005）『現代英文法講義』開拓社，東京． 

朝尾幸次郎（2025）「one of the longest rivers のように言うのはなぜ」『新英語教育』第 676

号，52-53． 

朝尾幸次郎（2026）「最上級に theがつくのはなぜ」『新英語教育』第 677号，34-35． 

朝尾幸次郎（2026）「最上級に ofを使うのはなぜ」『新英語教育』第 678号，34-35． 

Cook, M. A.（1968）Macmillan’s Shorter Latin Course, Macmillan, London. 

Curme, George O.（1931）Syntax, Heath and Company, London. 

Greenbaum, Sydney and Randolph Quirk（1990）A Student’s Grammar of the English Language,       

Longman, London. 

Jespersen, Otto（1933）Essentials of English Grammar, George Allen & Unwin, London. 

Jespersen, Otto（1961）A Modern English Grammar on Historical Principles, Vols 2 and 7, George 

Allen & Unwin, London. 

Klaeber, FR.（1922）Beowulf and the Fight at Finnsburg, 3rd ed., D. C. Heath, Lexington. 

Larsen-Freeman, Dian and Marianne Celce-Murcia（2016）The Grammar Book: Form, Meaning, and 
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Use for English Language Teachers, 3rd ed., National Geographic Learning, Boston. 

中邑光男他（2017）『ジーニアス総合英語』大修館書店，東京． 

Neijmann, Daisy L.（2022）Icelandic: An Essential Grammar, Routledge, London. 

小川佐太郎（1971）『形容詞』研究社，東京． 

岡倉由三郎（1911） Outlines of English Grammar Part I. 大日本図書，東京． 

Quirk, Randolph et al.（1985）A Comprehensive Grammar of the English Language, Longman, 

London. 

Swan, Michael（2016）Practical English Usage, 4th ed., Oxford University Press, Oxford. 

Swinton, William（1877）New Language Lessons: An Elementary Grammar and Composition, 

American Book Company, New York. 

スウヰントン，斎藤八郎訳（1887）『英文典直訳』松成堂，東京． 

和田垣謙三（1902）『中学英文典』文学社，東京． 

Webster, Noah（1822）A Philosophical and Practical Grammar of the English Language, Brisban & 

Brannan, New Haven. 

Wright, Joseph and Elizabeth Mary Wright（1914）Old English Grammar, 2nd ed., Oxford University 

Press, Oxford. 
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